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【緒言】
　競技パフォーマンスの発揮を妨げる大きな原因の一つがス
ポーツ傷害である。その予防のための着眼点はいくつもあり，
選手自身が自らの運動機能を評価することでスポーツ傷害発
症の予兆に気づき未然に対応できることが理想である。しか
しながら，優先順位が測定評価よりも練習や試合などの競技
に目が向きやすい高校生や大学生のアスリートたちは，その
重要性をコーチや監督から教えられていても，運動機能評価
に必要な方法に関する知識は十分とは言えない。例え実行力
があったとしても特殊な測定機材を用いる方法や熟練度が求
められる測定であれば運動機能の自己評価は困難であり結局
は実現不可能という悪循環に陥る。そうさせないためにはあ
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要　旨
　本研究は野球選手のセルフコンディショニングに資する情報を教育的観点から被験者らに提供する立場で計画された。本研究
の目的は，肩関節可動域の機能評価を簡便に行える方法として一般化している指椎間距離測定（以下，FVDM）を用いて，大学野
球トップアスリートを対象に投球側肩および非投球側肩の関節可動域を比較するとともに，シーズン前とシーズン後の変化から
その特徴を確認することであった。被験者は某大学体育会野球部員 37 名であり，測定は 2018 年 2 月（以下，シーズン前）および
9 月（以下，シーズン後）に 1 回ずつ行った。その結果，明らかになったことを以下に示す。
　1） 投球側肩と非投球側肩のそれぞれに肩関節外転外旋動作となる FVDM（上）および肩関節伸展内旋動作となる FVDM（下）
を行った結果，投球側肩の関節可動域は非投球肩側よりも有意に低いという特徴が認められた。
　2） シーズン後の FVDM 値はシーズン前と比較して，肩関節外転外旋動作および伸展内旋動作ともに関節可動域が有意に狭い
という特徴が認められた。同様な傾向はポジション別においても認められた。
　3） ポジション別では投手群の FVDM 値が最も良いという特徴が認められた。その半面，シーズン前後の変化率では投手群の
FVDM 値が最も悪化し，内野手群にも同様な傾向が認められた。
　以上の点から FVDM で得られたデータは先行研究と同様な検討を行うために有効であったことが確認された。このことから，
FVDM を肩関節周辺のスポーツ傷害予防のためのセルフ・スクリーニングとして活用することを今後は検討したい。
キーワード：大学野球選手，指椎間距離測定，肩関節可動域
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る程度の信頼性と客観性が検証されたシンプルな測定方法を
指導することが重要である。
　一方，野球の投球動作を過度に繰り返す過程において様々
な要因が重なることで肩や肘の関節に障害を及ぼす可能性（日
本臨床スポーツ医学会整形外科学術部会編 1998，Olsen et al 
2006）が検討されており，その原因や予防のために投球側肩
と非投球側肩の関節可動域を比較している先行研究（幸田ら
2018，川井ら 2017，末永ら 1994）が多いことに着目した。
　すなわち，学生アスリートにコンディショニングを教育す
る立場から，簡便で客観性が高い測定方法を用いて先行研究
と同様な分析が可能であることが本研究において確認できれ
ば，日々変化する肩関節可動域の状態を選手自らが把握でき
る可能性が高まり，肩関節周辺のスポーツ傷害予防のための
セルフ・スクリーニングとして構築されることが期待できる
からである。
　測定対象となる肩関節は複合関節であり，肩甲上腕関節，
肩甲胸郭関節の運動範囲や，肩関節伸展，肘屈曲の要素な
ども関係し，その因子を特定するのは困難である。この点
について笠原ら（2006）が考案した指椎間距離測定（Finger 
Vertebral Distance Measurement：以下，FVDM）は，結帯動 
作における肩関節の内旋可動域との関連性が深く，野々垣ら
（1996）も肩関節の内旋動作を簡便にみるために結帯動作は有
効であると述べている。加えて，結髪動作に関する報告では
笠原ら（2006）は，Combined　abduction test（CAT）と有意
な相関関係があることを報告している。したがって，FVDM
値と各肩関節可動域との間には有意な相関関係があり，それ
らを定量化した評価方法は，被験者に理解されやすく，日々
のコンディショニングのための情報となる可能性が高い（笠原
ら 2011）。
　そこで本研究では，肩関節可動域の機能評価を簡便に行え
る方法として一般化している FVDM を用いて，大学野球トッ
プアスリートの肩関節可動域の特徴を明らかにすることを目
的に投球側肩と非投球側肩およびシーズン前とシーズン後の
FVDM 値を比較した。
【方法】
1：被験者
　被験者は関東圏の大学野球リーグに所属する某大学体育会
野球部員（ほとんどの者が全国高等学校野球選手権大会出場経
験者）であり，競技年数はいずれも 10 年以上を有している。
なお，本研究は野球部から選抜された強化選手たちのコン
ディションを総合的に把握する目的の一部として扱われ，被
験者へのインフォームドコンセント（調査の目的，方法などを
調査責任者が書面と口頭で説明した）が提供され，同意が得ら
れた者を被験者とした。
　測定は 2018 年 2 月（以下，シーズン前）および 9 月（以下，
シーズン後）に 1 回ずつ行われた。被験者は 51 名であった
が，本研究に必要な測定値が欠損していた 14 名を除外し，37
名（身長 178.6 ± 4.9㎝，体重 79.0 ± 7.1㎏，体脂肪率 13.8 ±
4.7％）を対象にした（表 1，表 2）。なお，2 月の測定時に肩や
肘関節のスポーツ傷害を有していた者は本研究の対象にしな
かった。
　測定結果の分析においては，2 月の測定後から 9 月までの
トレーニング期および試合期に肩関節およびその周囲にス
ポーツ傷害を生じた 8 名（以下，肩傷害群）と生じなかった 29
名（以下，非肩傷害群）に分けて分析した。なお，本研究で用
いたスポーツ傷害の定義は，スポーツ外傷は医師の診察を必
要とした怪我や痛みとし，スポーツ障害は競技に支障を与え
る痛みが 1 週間以上継続した場合とした。
ポジション 人数 身長〔㎝〕 体重〔㎏〕 体脂肪率〔％〕 
投 手 群 9 178.6 ± 4.4 76.8 ± 6.9 15.4 ± 3.4 
捕 手 群 5 176.8 ± 4.8 81.7 ± 7.1 13.0 ± 10.0 
内野手群 14 177.4 ± 5.7 78.3 ± 8.7 14.6 ± 4.1 
外野手群 9 181.6 ± 3.6 80.9 ± 4.1 11.7 ± 2.2 
全 37 178.6 ± 5.0 79.0 ± 7.1 13.9 ± 4.8 
平均値±標準偏差 
         
 
表 1．被験者の特徴
  左利き 右利き 全 
投 手 群 4 5 9 
捕 手 群 0 5 5 
内野手群 0 14 14 
外野手群 1 8 9 
全 5 32 37 
 
表 2．ポジション別の投球側肩（人）
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2：FVDM
　FVDM は笠原ら（2011）の方法を用いた。すなわち，結髪
動作のように肩関節を外転外旋させる動きをさせ，母指を脊
椎に沿わせた際の第 7 頚椎棘突起から母指までの距離（㎝）を
FVDM（上）とした（図 1 左）。結露動作のように手を背中の後
ろから回し肩関節を伸展，内旋させ，母指を脊柱に沿わせた
際の第 7 頚椎棘突起から母指までの距離（㎝）を FVDM（下）
とした（図 1 右）。本研究における FVDM は熟練した研究者
が座位姿勢の被験者に対して投球側肩（利き手）および非投球
側肩（非利き手）を計測した。
3：統計処理
　得られた測定値のすべての統計処理は IBM SPSS Statics 
19.0 for Windows を用いた。ポジション別のシーズン前と
シーズン後の FVDM 値を比較する際は対応のある t 検定を用
いた。ポジション別の投球側肩と非投球側肩，および肩傷害
群と非肩傷害群の FVDM 値の比較には対応のない t 検定を用
いた。ポジション別のスポーツ傷害発生数のクロス集計結果
の分析には独立性の検定を用いた。いずれの検定においても
有意水準は 5％未満とした。
【結果】
　被験者全員の投球側肩と非投球側肩の FVDM 値の平均を
図 2 に示した。FVDM（上）ではシーズン前の投球側肩 6.8 ±
2.2㎝は非投球側肩 8.2 ± 2.7㎝より小さく，シーズン後の投球
側肩 5.7 ± 2.0㎝も非投球側肩 7.4 ± 2.1㎝より小さい値を示し
た。FVDM（下）では投球側肩 21.0 ± 5.8㎝は非投球側肩 14.3
± 4.7㎝より大きく，シーズン後の投球側肩 21.2 ± 5.3㎝も非
投球側肩 13.1 ± 3.7㎝より大きい値を示した。これらの変化に
はいずれも有意差が認められた。
　ポジション別の FVDM 値を表 3 に示した。FVDM（上）
値は FVDM（下）値よりも小さい傾向がみられた。被験者
全員の FVDM（上）では投球側肩と非投球側肩の値がい
ずれもシーズン後に有意な減少を示した。FVDM（下）で
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表 3．ポジション別の FVDM値
図 1．FVDM
FVDM（上） FVDM（下）
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は非投球側肩にのみ有意な減少が認められた。また，ポ
ジション別の FVDM（上）では投手群の値が最も良かっ
た。 し か し， 投 手 群 と 内 野 手 群 の 投 球 側 肩， 非 投 球 側
肩の値はともにシーズン後に有意に減少し，その他のポ
ジションでもシーズン後に減少する傾向がみられた。し
か し， 外 野 手 群 の 非 投 球 側 肩 に は 変 化 が み ら れ な か っ
た。 ポ ジ シ ョ ン 別 の FVDM（ 下 ）で は 投 手 群 の 値 が 最
も良かったが，FVDM（上）と同様な傾向は認められな 
かった。
　シーズン前とシーズン後の期間内にスポーツ傷害を発症し
た人数をポジション別にクロス集計した（表 4）。肩関節障害
を発症したのは投手群 2 名，捕手群 1 名，内野手群 5 名の計
8 名であり，外野手群では 0 名であった。肩関節傷害を発症
した 8 名のうち 62.5％を占めた内野手群が最も高い発症率を
示したが独立性の検定に有意差は認められなかった。
　表 5 に示した肩傷害群と非肩傷害群の投球側肩および非投
球側肩の値について，それぞれシーズン前とシーズン後で比
較し，対応のある t 検定を行ったが有意差は認められなかっ
た。しかし，FVDM（上）では投球側肩，非投球側肩の値はと
もにシーズン後に減少する傾向を示し，FVDM（下）ではシー
ズンの前後にほとんど変化がみられなかった。
　シーズン前とシーズン後における肩傷害群と非肩傷害群の
値を比較するために対応のない t 検定を用いて比較したが有
意差は認められなかった。しかし，FVDM（上）では肩傷害群
が非肩傷害群よりも小さい傾向を示し，FVDM（下）では一定
の傾向がみられなかった。
　同様に，ポジション別の肩傷害群と非肩傷害群の値をシー
ズン前後で比較し，対応のある t 検定を行ったが有意差は認
められなかった（表 6）。表 6 では，表 5 に示した全体的な
傾向と同じく，FVDM（上）の投球側肩と非投球側肩および
FVDM（下）の非投球肩の値はいずれもシーズン後に減少する
傾向を示した。しかし，FVDM（下）の投球側肩ではシーズン
後に増加する傾向が内野手の非肩傷害群以外のすべてにみら
れた。
【考察】
　本研究では肩関節可動域の機能評価を簡便に行える方法と
して知られる FVDM を用いて，被験者の投球側肩と非投球側
肩の比較，シーズン前とシーズン後の比較から肩関節可動域
の特徴を調べた。さらに，シーズン中に肩関節およびその周
囲にスポーツ傷害を有した肩傷害群と発症しなかった非肩傷
害群を比較し，スポーツ傷害が肩関節可動域に及ぼす影響を
検討した。しかしながら肩傷害群を対象とした詳細な聞き取
り調査（肩関節に痛みが生じる動作や疼痛部位の確認など）が
行えなかったため，ここでは肩傷害群と非肩傷害群を整理す
るまでにとどめ，詳細な考察は今後の課題としたい。
　被験者全員の FVDM 値の傾向を把握する目的で図 2 に測
定結果を示した。投球側肩と非投球側肩の比較では，FVDM
（上）のシーズン前値，シーズン後値ともに投球側肩の FVDM
値が非投球側肩の FVDM 値より小さく，FVDM（下）ではシー
ズン前値，シーズン後値ともに投球側肩の FVDM 値が非投
球側肩の FVDM 値より大きい値を示した。FVDM（上）値が
小さいという本稿における表現は，第 7 頸椎棘突起から脊柱
を沿わせて腰方向へ下ろそうとする母指が第 7 頸椎棘突起の
近くにあり離れて行かないことを示している。同様に FVDM
（下）値が大きいということは，腰背部から脊柱に沿って後頭
部方向に上げていこうとする母指が第 7 頸椎棘突起に近づけ
ずにより遠くへ離れていることを示す。すなわち，被験者ら
の投球側肩は外転外旋動作および伸展内旋動作のいずれにお
いても非投球側肩よりも関節可動域が狭いことがわかった。⫢ഭᐐ⩄ 㟸⫢ഭᐐ⩄ ධᢖᡥ⩄  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表 4．ポジション別のスポーツ傷害発生数（人）
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表 5．肩傷害群（n=8）と非傷害群（n=29）別の FVDMの比較
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表 6．ポジション別の肩傷害群と非傷害群の FVDMの比較
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しかもこれらの変化にはすべてに有意差が認められたことは，
シーズン後に改善すべき着眼点が示唆されたと言える。笠原
ら（2012）は肩障害群は健常群に比べて FVDM 値が有意に低
下していると報告している。幸田ら（2018）は投球肩・肘障害
を有する高校野球投手を対象に関節可動域や筋力の投球側と
非投球側との差を調べ，野球選手における投球側肩関節内旋
可動域は非投球側よりも小さくなり，非投球側との差が大き
い選手ほど投球肩障害を有する割合が高いと述べた Burkhart 
et al．（2003）と同様な報告をしている。
　本研究では図 2 の結果をさらにポジション別に分けて分析
を行った（表 3）。変化の傾向は図 2 と同様であるが，ポジ
ション別では投手群の FVDM 値がすべてにおいて捕手群，
内野手群，外野手群のいずれと比較しても可動域が広いとい
う傾向がみられた。しかし，肩関節の可動域の広さにも選手
個々に至適範囲があろう。末永ら（1994）は肩の投球障害の
予防や治療に役立てるために投球側肩関節可動域の変化と動
揺性及び肩関節障害との関連について検討した研究において，
肩関節外旋角度が 20 度以上あった群では，肩関節に動揺性を
伴う例が多く，投球時の後期コッキング期から加速期に移行
する位相において上腕骨頭の前後方向への移行が増加するた
め，関節唇および前後方の支持機構に負荷が大きく加わり，
肩関節傷害に至る可能性が否定できないことを報告している。
このことから，仮に肩関節に過度に広い可動域を有する選手
では，回旋腱板や肩甲帯周囲筋の筋力トレーニングを行い，
可動域を過度に拡大させる指導に盲目にならないよう注意を
要すると考える。
　本研究では，総じてシーズン後に FVDM 値の悪化傾向がみ
られた。ポジション別に調べた結果（表 3）も同様な傾向を示
した。最も可動域が広かった投手群の FVDM 値をシーズン前
後の変化率で比較すると，投手群の FVDM（上）の投球側肩
20.0％，非投球側肩 12.3％，FVDM（下）の投球側肩 10.83％，
非投球側肩 13.6％と他のポジションよりも大きかった。この
ことは投手の競技特性の影響と考えられるが，それだけに肩
関節に加わる負担が増し，スポーツ傷害が発生する可能性は
高まる。笠原ら（2012）が指摘した肩障害群は健常群に比べ
て FVDM 値が有意に低下しているという観点から，本研究
における内野手群の FVDM（上）測定値の変化も無視できな
い。内野手群における投球側肩と非投球側肩の FVDM（上）
測定値はいずれもシーズン後に悪化している。すなわち，ポ
ジションの観点では投手群とともに内野手群もコンディショ
ニングをさらに充実させる必要があることが示唆されたとい
える。
　このようなシーズン後値がシーズン前値よりも悪化したと
いう本研究結果と同様な報告は，調査項目の一つに FVDM を
用いた折笠ら（2013）の研究にもみられる。すなわち，高校
時よりも大学時の練習頻度が低下した野球選手を被験者とし
て，大学入学後からの 1 年間の体力の変化で調べた結果，被
験者らの身体機能は大学入学後の 1 年間で有意に低下したと
いう。低下した FVDM 値の原因は練習頻度の低下による影響
が大きいと彼らは考え，さらに肩関節の柔軟性の低下が肩・
肘関節への負担増，傷害が生じる可能性を高めてていると危
惧している。確かにそれまでより運動量が減少すれば筋力や
柔軟性以外の体力要素全般が低下することは言うまでもない。
折笠らが考えるように練習量減少による影響もあろうが，折
笠らの被験者とは対極にある本研究の被験者であっても肩関
節のスポーツ傷害は 21.8％（8 名）の被験者に発症した。この
点から折笠らの FVDM 値の減少については，むしろ練習後
に行うべきだったストレッチングやマッサージ，アイシング
などのコンディショニングを折笠らの被験者たちが怠ってい
た可能性が推察される。肝心なことは練習量の増減によって
コンディショニングの質を偏らせないことである。そのため
には選手自らがコンディショニングの意義を正しく理解し，
適切なコンディショニングを効率的に行うために自分自身の
コンディションの変化を常に把握し，個人レベルでスポーツ
傷害に対する予防行動につなげることが重要である。この点
について，野球選手では肩関節可動域や柔軟性を安定的に維
持することが重要である。Scher et al.（2010）はプロ野球選
手の肩関節内外旋可動域を調べ，過去に肩関節障害を有した
選手では，そうでない選手と比べて肩関節内旋可動域が減少
し，肩関節外旋可動域の増加が認められたと述べている。本
研究で用いた FVDM は簡便な測定方法であり，FVDM（上）
は Scher et al. が言う肩関節外旋可動域の評価を含み，FVDM
（下）は肩関節内旋可動域の評価も含んでいることから，Scher
らと同様な分析は FVDM でも可能であると言えよう。
　ここで FVDM は距離法によるため身長など体格が影響
するという批判もあろうが，笠原ら（2011）の検証によっ
て FVDM と身長，上肢長において有意な相関は認められず
FVDM は体格の影響を受けにくいことが明らかにされてい
る。また，FVDM は多人数の被験者を短時間で測定可能であ
るだけでなく，被験者自身で結果を理解しやすいことから，
日々のコンディショニングに資する測定方法として導入する
意義は大きい。今後は FVDM で肩関節傷害の予兆をスクリー
ニング可能かどうかに着目した検討を行うための長期的な視
野に立ったフィールド研究を計画したい。
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